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 背景：近年、過敏性腸症候群（irritable bowel syndrome; IBS）と機能性便秘(functional constipation; FC)
における便通異常や腹部不快感は、摂取食物と関連していることが報告されている。特に消化器症状を増悪さ
せる成分として発酵性オリゴ糖、二糖類、単糖類、ポリオール（fermentable oligosaccharides, disaccharides, 
monosaccharaides, and polyols: FODMAPs）が挙げられている。これらを多く含む食物は、IBS や FC にお
ける消化器症状の発症と増悪に関連している。kiwifruit は、これらの成分が少ない食品であり、先行研究に
おいて、便秘型 IBS（IBS with constipation: IBS-C）や FC の便秘ならびに腹痛・腹部不快感を改善させる
ことが示唆されていたが、質の高い根拠ではなかった。本研究の目的は、kiwifruit の摂取が、IBS-C や FC
の消化器症状を改善させ、消化管通過時間を減少させる、という仮説を検証することである。 
方法：対象は、Rome III 診断基準を満たし、年齢と性別をマッチングさせた IBS-C 20 名と FC 20 名、健
常者 20 名である。1 日 2 個の kiwifruit 介入、および陽性対照群として psyllium を 1 日 7.5g 摂取の無作為化
クロスオーバー比較試験を 16 週間実施した。試験期間は 2 週間の導入期、4 週間の介入期、4 週間の中断期、
4 週間の介入期、及び 2 週間の追跡期間とした。観察期と介入期、中断期、追跡期の各期間中に、排便習慣日
誌（daily bowel habit dairy; DBHD）、IBS Severity Index（IBS-SI）、Rome III 質問紙、IBS-QOL 質問紙、
Profile of Mood States 2nd Edition（POMS2）全項目版、Gastrointestinal Symptoms Rating Scale（GSRS）
質問紙を用いて効果を計測した。消化管通過時間は X 線不透過マーカーを用い、介入期間が終了する 3 日前
の決められた時間（72 時間前、42 時間前、24 時間前）にそれぞれマーカーを投与し、最終日に腹部 X 線撮
影を実施して測定した。各測定項目は、観察期間 2 週間を baseline として、介入期間中の食物摂取の効果を
検証した。 
結果：FC 群では、psyllium 摂取と kiwifruit 摂取の両期間で完全自発排便（complete spontaneous bowel 
movements; CSBM）値が baseline と比較して有意に増加した（psyllium p = 0.0110, kiwifruit p = 0.0024）。
psyllium 摂取と kiwifruit 摂取との間に有意差は認められなかった。IBS-C では、kiwifruit 摂取期間中の





psyllium摂取期間中と比較して kiwifruit摂取で有意に総マーカー残存数が減少した（24時間前 p = 0.049, 48
時間前 p = 0.011, 72 時間前 p = 0.004）。psyllium と kiwifruit を比較すると、colonic transit time において
は上行結腸（p = 0.982）と横行結腸（p = 0.696）で有意差はない一方、下行結腸では kiwifruit の摂取によっ
て psyllium と比較して有意に減少した（p = 0.04）。相乗平均（geometric mean）は、kiwifruit 摂取時に撮
影 48 時間前（p = 0.012）と 72 時間前（p = 0.011）において psyllium 摂取時よりも有意に高かった。 




れていなかった。本研究によって、FC 群ならびに IBS-C 群においては、kiwifruit を 4 週間摂取すると、完
全自然排便が増加し、便秘症状が改善することが示唆された。 
